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10)本 学附属病院総合歯科診療室における歯科

用実体顕微鏡の使用状況について

○笹原 麻美,今 井 啓全,佐 藤 穏子,森 下 浩江

田辺 理彦,東 田 大輔,梅 里 朋大,平 山 圭史

六角 玲奈,佐 々木重夫,木 村 裕一,高 橋 慶壮

(奥羽大 ・歯 ・保存学)

【緒 言】 医科 にお ける実体顕微鏡 の使 用は

1920年 代 に始 まり,l960年 代 には耳鼻咽喉科,

眼科,脳 神経外科,血 管外科などの分野で幅広 く

使用 されて きた。歯科領域 における使用 はl990

年代に入ってから,主 に歯内療法学分野において

用いられるようになった。現在では歯内療法学分

野のみならず,保 存修復学,歯 周病学,歯 科補綴

学,口 腔外科学分野など,す べての歯科治療への

利用が模索 されており,本 学 においても2002年

9月 には附属病院総合歯科診療室 に1台 が設置 さ

れ,本 年6月 には新たに1台 が設置 された。

【目 的】 本学における歯科用実体顕微鏡の使

用状況を把握する目的で実際に用いた患者につい

て調査 した。

【調査対象および方法】 本年6月 から9月 まで

に歯科用実体顕微鏡 を用 いた患者(男 性:12名,

女性:l6名)28名 について使用部位 と回数,診

断名および使用 目的 を調べ,術 者13名 に対 して

質問紙法を用いて使用効果や使用感,さ らには学

生教育 に関す る調査を行った。

【結 果】1)調 査対象者は20代 ～40代 に多く,

顕微鏡 の使用回数は患者1人 に対 して約2回 で

あった。2)下 顎に比較 して上顎に多く使用され,
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上顎左側第一大臼歯17回(3l.4%),下 顎右側第

一大臼歯lO回(18 .4%〉 などであった。診断名と

しては慢性根尖性歯周炎が98.1%と 高率 を示 した。

3)使 用 目的では根管充填材の除去が他 と比較 し

て34.5%と 有意に高い傾向を示 し,治 療 目的 と診

査 目的の使用の割合は約2:1で あった。4)顕

微鏡の使用時間では,30分 ～1時 間以内の者が

84.6%と 有意に高率 を示 した。5)使 用効果では,

「満足」 と回答 した者が有意 に高 く,「不満」 と

回答 した者は認め られなかった。6)「 使用に際

して難 しいと感 じたことはありましたか?」 の問

いには92.3%の 者が 「あった」 と回答 し,そ の理

由として ミラーテクニ ックを用いた視認度が顕微

鏡 自体の使用法の難 しさに比較 して76.2%と 有意

に高い傾 向を示 した。7)「 今後,ど のような治

療で使用 したいと思いますか?」 の問いには 「歯

内治療」が100%と 示 し,次 いで 「歯内外科治療」,

「歯周外科治療」および 「う蝕治療」などがあっ

た。8)「 顕微鏡を用いた治療 と学生教育 との関

わりをどう思われますか?」 の問いには 「今は必

要ない」と回答 した者は認められず 「将来必要に

なると思う」53.8%,「今から積極的に取 り入れる」

46.2%と 「必要である」 と考えられる回答が認め

られた。

【考察および結論】1)上 顎歯は直視で見づ らく,

ミラーテクニ ックの使用においても限界があるた

め,下 顎歯に比較 して顕微鏡使用の必要性が高 く

なったことが考えられた。2)使 用 目的は主に歯

内治療や診査 に用い られ,肉 眼では確認で きな

かったものが確認できた,今 後は他の治療でも使

用 したいとの回答から,今 後の使用が期待 された。

3)使 用経験年数では1年 未満の者が高 く,新 た

に顕微鏡が導入 されてか ら使用した者が多いこと

が考えられ,使 用に際して難 しいと感 じた回答も

多いことか ら,今 後のスキルアップが課題である

と思われた。4)学 生教育との関わ りについては,

「必要である」 と考 えられる回答が多く認め られ,

平成18年 版の歯科医師国家試験出題基準 におい

て も 「顕微鏡を用いた歯内療法」が明記 されてい

ることより,今 後の学生教育に取 り込んでいかな

くてはならない内容であることが示唆 された。

(27)

27


